｝
１　助成の対象となる団体
· 宮城県内で活動し、１年以上活動実績がある団体（過去の支給団体も可）
· 法人格の有無は不問。活動を実施するための体制が整っていると認められる団体
· 活動は非営利、公益的なものであること
· 二次審査の審査会に出席できる団体
２　助成の対象としない団体
· 政治または宗教布教を目的とする活動、それらの活動と連動性、一体性を持つ活動
· ΡＴＡ活動・地区住民の親睦会的な活動（スポ少・地域の育成会活動等）
· 反社会的勢力、または反社会的勢力と交友関係のある団体
· すでに３回、この助成を受けたことのある団体
３　助成の対象となる活動
· 子どもと共に、地域での成長を目指す活動であって、準備を含め、新型コロナウイルス感染防止対策を十分取って行われるもの。
４　助成の対象とならない経費
· 家賃、地代、水光熱費、電話代など
· スタッフの人件費、飲食、交通費など
５　提出書類　（提出された書類はご返却できません。提出前にはコピーをお取りください）
· かほく「１０８」ファンド助成金申請書（別紙）
· 予算書（別紙）
· 団体の定款または規約・会則の写し
· 団体の活動内容を表す資料等は、３枚以内でお願いします
（１次審査後、追加で提出していただく場合があります）
６　助成金の額
· 助成金総額は100万円。ただし、１団体当たり20万円を上限とする
７　応募締め切り
· ２０２３年３月３1日（金）　消印有効
８　助成団体の決定方法
１次：書類審査（４月中に決定・通知）　　２次：審査会（５月中旬）
９　書類送付先／お問い合わせ
· 〒９８０-８６６０　河北新報社総務部内　かほく「１０８」クラブ
　（〒のみ、住所は不要です）
· お問い合わせ
　　　　　　かほく「１０８」クラブ事務局（担当：平賀、山内）
　　　　　　　電話：　022-211-140６　　ＦＡＸ：　022-211-1448
E-mail：　k108@po.kahoku.co.jp
　
募集要項
かほく「108」ファンド
　　助成金申請　受付中　




２０２３年度
テーマ「育む」
～　子どもと共に、地域での成長を目指す活動　～


　








かほく「１０８」クラブ」は、地域に根差して活動する皆さんを応援します！




助成金支給団体

［２０２２年度］
特定非営利活動法人アクティブ、社会福祉法人あいの実（以上仙台市）、市民公益活動団体石巻キャリア教育推進ネット（石巻市）、障がい者サポーターズＧｏｌａｚｏ！、高崎こども食堂らっこ広場（以上多賀城市）
［２０２１年度］
外国人のこども・サポートの会、一般社団法人sc.field、ティーチみやぎ（以上仙台市）、けせんぬま森のおさんぽ会（気仙沼市）、子育てのご近所さん「ただいまおかえり」（丸森町）
［２０２０年度］
新型コロナウイルス感染拡大防止のため休止
［２０１９年度］
ＳＥＮＤＡＩ ＮＰＯ 子育て応援隊 ピンポンパン☆、森の学校（以上仙台市）、放課後こどもクラブＢremen（石巻市）、名取天文台（白石市）
［２０１８年度］
あいの実、袋原中学校区学びのコミュニティ推進委員会、森の学校（以上仙台市）えぜるプロジェクト（塩釜市）わらすこ会（石巻市）Ｓｙｎａｐｓｅ４０（大崎市）虔十公園林フォリストハウス「里山文庫」友の会（加美町）やろっこひなっこ（大河原町）セーブアライフ（蔵王町）
［２０１７年度］
アートワークショップすんぷちょ、中田のママ達が作るさんぽＭＡＰなぽ、マイチの生活デザイン、森の学校、袋原中学校区学びのコミュニティ推進委員会（以上仙台市）石巻広域クリエイティブアートの会ペンギンズアート工房、石巻地区こども将棋大会実行委員会（以上石巻市）シオーモ絵本まつり実行委員会（塩釜市）青少年と障がい者の自立支援センター「とっておきの広場」（柴田町）
［２０１６年度］
外国人の子ども・サポートの会、いのちの授業出前講座チームうぶごえ座、仙台市ほほえみの会、マイチの生活デザイン、ＮＰＯピコせんサポーター、ＮＰＯ法人アートワークショップすんぷちょ（以上仙台市）、ＮＰＯ石巻広域クリエィティブアートの会ペンギンズアート工房、一般社団法人石巻海さくら（以上石巻市）、特定非営利活動法人Ｓｙｎａｐｓｅ４０（大崎市）、青少年と障がい者自立支援センター「とっておきの広場」（柴田町）
［２０１５年度］
ＮＰＯピコせんサポーター、ふるじろプレーパークの会、いのちの授業出前講座チームうぶごえ座、ＮＰＯ法人ミューズの夢、おはなしクローバー、ことばの貯金箱「夢」プロジェクト（以上、仙台市）、ＮＰＯ法人奏海の杜（登米市）、
岩沼おやこ劇場（岩沼市）、ＮＰＯ法人ＬＥＡＦ２６（大崎市）

















[image: モノクロ　ロゴ]
当クラブは、河北新報グループに働く従業員と、活動を応援するグループ企業12社で構成し、それぞれが寄付を出し合って運営している任意団体です。設立は、平成１７年１２月。クラブの名称は、河北新報が創刊１０８周年を迎えた年に発足したことに由来しています。
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